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①　温州ミカンのマルチ栽培の水分管理をサポートする
　    水分ストレス推定ＡＩアプリの開発（1）

②　温州ミカンのマルチ栽培の水分管理をサポートする
　    水分ストレス推定ＡＩアプリの開発（2）

三重県農業研究所 紀南果樹研究課



〇背景・開発に至る課題
　三重県紀南地域の温州ミカンの産地では、高品質果実生産のためにマル
チ栽培に取り組んでいます。マルチ栽培では園地に防水性のシートを敷き
つめて雨水を制限し、点滴かん水により水分ストレスをコントロールする
ことで果実の糖度を高めます。しかし、水分ストレスをかけすぎると収穫
量や品質が低下するため、かん水タイミングの判断に熟練を要しています。
このため、水分管理のためのわかりやすい指標が必要となっています。

 栽培方法による果実品質の違い
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夕刻にスマホに搭載したAIアプリで樹の画像を撮影すると、AIと通信して数秒後に
水分ストレスの推定結果を返す。水分ストレスは3段階に評価。

　AIアプリの実用性の検証

〇樹体の水分ストレス推定ＡＩアプリの開発
　樹体の水分ストレスの把握を容易にするために、樹の水分ストレスを推定
するAIスマホアプリを鳥羽商船高等専門学校と共同で開発しました。
　開発したアプリでは、樹体をスマホカメラで撮影し、その撮影画像からAIが
樹体水分ストレスを推定します。このアプリを使うことで、マルチ栽培経験が
浅い生産者でも熟練者と同等の果実品質が得られることを実証しました。
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「日南１号」における2ヵ年の実証結果
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